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『柳営譜略』を捉え直す
――史料の主観と認識を汲み取る――

Reinterpreting “Ryuuei Furyaku”:  
Unearthing subjectivity and perceptions in historical sources

中澤志帆子
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歴
史
学
は
常
に
客
観
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
が
基
本
だ
と
い

う
こ
と
は
、
歴
史
学
に
携
わ
る
人
間
が
誰
し
も
感
じ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
だ
が
、
常
に
客
観
的
に
あ
る
こ
と
は
可
能
な
の
だ

ろ
う
か
。
歴
史
学
の
営
み
に
は
常
に
主
観
が
介
在
し
て
お
り
、

完
全
体
の
客
観
性
と
い
う
も
の
は
担
保
さ
れ
て
い
な
い
と
、
自

身
の
研
究
を
通
し
て
常
々
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
歴
史
学
の

営
み
の
中
で
主
観
が
介
在
す
る
フ
ェ
ー
ズ
は
、
史
料
の
発
見
、

史
料
の
認
識
（
解
読
）、
史
料
批
判
、
実
証
（
事
実
の
発
見
）、

記
述
の
五
つ
の
段
階
で
あ
り
、
ど
こ
に
お
い
て
も
主
観
が
介
在

し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
見
た
中
で
、
歴
史
学
に
は
歴
史
学
に
携
わ
る
人
間

に
よ
る
主
観
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
も
う
一

つ
主
観
が
入
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
史
料
の
書
き
手
、

作
り
手
」
で
あ
る
。
史
料
は
何
か
し
ら
の
意
図
が
あ
っ
て
作
成

さ
れ
、
そ
れ
が
意
図
を
持
っ
て
伝
承
さ
れ
、
後
世
ま
で
残
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
ど
う
し
て
史
料
を
書
い
た
の
か
」「
何

を
目
的
と
し
て
書
き
残
し
た
の
か
」
な
ど
、
史
料
を
書
い
た
書
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き
手
の
主
観
や
認
識
は
も
ち
ろ
ん
、
史
料
を
書
き
写
し
、
残
し

た
人
々
の
主
観
や
認
識
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る（
一
）。
し
か
し
、

歴
史
学
に
お
け
る
主
観
は
史
料
に
潜
在
し
て
お
り
、
汲
み
取
ら

れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
歴
史
学
に
お
い
て
史
料
を
扱
う
際

は
、
史
料
の
信
憑
性
や
有
効
性
、
史
料
自
体
の
立
ち
位
置
を
見

定
め
、
史
料
を
見
つ
め
直
す
史
料
批
判
を
行
う
が
、
そ
こ
に
お

い
て
史
料
の
書
き
手
の
主
観
や
認
識
に
つ
い
て
は
深
く
迫
ら
れ

る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
史
料
を
書
い
た
人
物
の
主
観
や
認
識
に
迫
り
、

史
料
の
見
方
や
向
き
合
い
方
を
再
検
討
し
て
い
く
。
今
回
は
、

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
頃
に
成
立
し
、
旗
本
の
中な

か

川が
わ

忠た
だ

英て
る

が

記
し
た
『
柳
営
譜
略
』
を
用
い
て
そ
こ
に
潜
在
す
る
主
観
や
認

識
を
検
討
し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
『
柳
営
譜
略
』
か
ら
史
実
を

読
み
解
こ
う
と
し
て
き
た
が
、
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
と
し

て
、
史
料
を
書
い
た
本
人
と
、
そ
の
写
本
を
書
き
写
し
、
残
し

た
人
々
が
ど
の
よ
う
な
主
観
や
認
識
を
元
に
史
料
書
き
残
し
た

の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
史
料
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
の
か
を
検

討
す
る
。
史
料
を
記
し
た
中
川
忠
英
の
主
観
や
認
識
は
も
ち
ろ

ん
、
写
本
を
作
成
し
た
人
々
の
主
観
や
認
識
に
迫
っ
て
い
く
。

第
一
章
で
は
、
本
稿
で
使
用
す
る
『
柳
営
譜
略
』
の
概
要
を
ま

と
め
、
従
来
の
『
柳
営
譜
略
』
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
、
研
究
に

つ
い
て
述
べ
る
。
第
二
章
で
は
、『
柳
営
譜
略
』
を
捉
え
直
す
た

め
の
新
た
な
視
点
を
整
理
し
、
史
料
に
潜
在
す
る
主
観
と
認
識

に
つ
い
て
見
て
い
く
。
第
三
章
で
は
、
第
二
章
を
受
け
て
、『
柳

営
譜
略
』
に
潜
在
す
る
主
観
と
認
識
を
検
討
し
、
史
料
そ
の
も

の
を
捉
え
直
し
て
い
く
。

第
一
章
　
中
川
忠
英
と
『
柳
営
譜
略
』

第
一
節
　『
柳
営
譜
略
』

　

は
じ
め
に
、
本
稿
で
扱
う
史
料
を
概
観
し
た
い
。
文
政
九
年

頃
に
成
立
し
た
『
柳
営
譜
略
』
は
、
幕
臣
の
中
川
忠
英
の
著
で

あ
る
。
中
川
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
し
く
言
及
す
る
が
、
優
秀

な
幕
臣
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
川
忠
英
が
記

し
た
こ
の
史
料
は
、「
人
皇
五
十
六
代
清
和
天
皇
第
六
皇
子
貞
純

親
王
其
子
」
の
書
き
出
し
か
ら
始
ま
り
、
初
代
家
康
か
ら
、

一
一
代
家
斉
に
至
る
ま
で
の
歴
代
将
軍
の
略
譜
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
家
斉
代
よ
り
先
、
家
慶
代
の
子
女
ま
で
残
さ
れ

て
い
る
史
料
も
あ
り
、
そ
の
定
義
は
曖
昧
で
あ
る
。
歴
代
将
軍

に
関
す
る
記
述
は
も
ち
ろ
ん
、
将
軍
の
子
女
、
妻
妾
な
ど
の
記
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述
が
あ
る
が
、
歴
代
将
軍
の
子
女
た
ち
の
情
報
が
特
に
詳
し
く

記
さ
れ
て
お
り
、
将
軍
の
家
族
構
成
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
さ
に
、
本
来
で
あ
れ
ば
明
か
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
幕
府
や
将

軍
家
（
柳
営
）
の
内
部
事
情
ま
で
も
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

（
譜
略
）
の
で
あ
る
。

　

ま
た
『
柳
営
譜
略
』
は
、『
国
書
総
目
録
』
に
記
載
が
あ
り
、

掲
載
さ
れ
て
い
る
史
料
件
数
は
一
五
件
で
あ
っ
た
。『
国
書
総
目

録
』
に
は
、『
柳
営
略
譜
』
と
い
う
史
料
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
史

料
も
同
様
に
中
川
忠
英
編
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
柳
営
譜
略

補
解
』
と
い
う
史
料
も
掲
載
が
あ
っ
た
。
こ
の
史
料
の
位
置
づ

け
や
、
概
要
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
史
料
名
か
ら

『
柳
営
譜
略
』
を
解
説
し
て
い
る
史
料
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、『
柳
営
譜
略
』
に
は
写
本
が
多
く
存
在
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
国
書
総
目
録
』
記
載
以
外
に
も
、

活
字
版
と
し
て
、
三
田
村
鳶
魚
編
『
未
刊
随
筆
百
種
』
一
五
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。
写
本
に
つ
い
て
は
、
新
日
本
古
典
籍
総
合

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
上
で
全
国
的
に
写
本
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

他
に
も
日
本
史
学
者
の
斎
木
一
馬
は（
二
）、『
柳
営
譜
略
』
に

つ
い
て
、「
写
本
三
冊
。
家
康
よ
り
家
斉
に
至
る
歴
代
将
軍
の
略

譜
で
、
そ
の
子
女
が
列
挙
し
て
あ
る
。」
と
あ
り
、
史
料
内
容
を

一
一
代
家
斉
ま
で
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
幕
臣
（
目
付
・
大

目
付
を
経
て
勘
定
奉
行
と
な
る
）
中
川
忠
英
の
著
」
と
『
柳
営

譜
略
』
の
著
者
を
説
明
し
て
い
る
［
斎
木　

一
九
六
四
］。

　

こ
こ
ま
で
『
柳
営
譜
略
』
と
い
う
史
料
は
、
写
本
が
複
数
存

在
し
て
お
り
、
史
料
の
性
質
と
位
置
づ
け
が
複
雑
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
中
川
本
人
の
実
筆
で
あ
る
『
柳
営
譜
略
』

は
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
写
本
に
つ
い
て
は
ど
れ
を
底
本
と
し
て

作
成
し
て
い
る
の
か
も
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
写
本
同
士
の

連
関
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
懸
念
点
が
多
い
史
料
で
も
あ

る
。
次
に
三
種
の
写
本
と
活
字
本
の
例
を
挙
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
『
柳
営
譜
略
』
の
性
質
を
見
て
い
く
。

一
　
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
　
幸
田
文
庫
デ
ジ
タ
ル
所
蔵
本

　

一
橋
大
学
附
属
図
書
館
の
幸
田
文
庫
は
、
文
豪
で
あ
る
幸
田

露
伴
の
弟
で
あ
り
、
一
橋
大
学
教
授
で
あ
っ
た
幸
田
成
友
氏
の

文
庫
で
、
大
阪
市
史
や
江
戸
関
係
、
米
国
関
係
の
写
本
や
版
本

が
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
［
高
橋　

二
〇
〇
三
］。
表
紙
の
見

返
し
に
は
「
昭
和
二
八
年
六
月
二
四
日　

一
橋
学
園
フ
ァ
ン
ド

ヨ
リ
寄
贈
」
と
寄
贈
印
が
押
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
よ
り
一
橋
大
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学
（
旧
東
京
商
科
大
学
）
が
「
一
橋
学
園
フ
ァ
ン
ド
」
の
資
金
に

よ
り
幸
田
か
ら
購
入
し
た
中
の
一
冊
に
『
柳
営
譜
略
』
が
あ
っ
た

と
推
察
で
き
る
。
幸
田
文
庫
所
蔵
の
『
柳
営
譜
略
』
に
は
、
文

政
九
年
の
成
立
と
あ
る
が
、
編
者
に
つ
い
て
は
不
明
と
さ
れ
て

い
る
。
分
類
は
系
譜
で
、
印
刷
本
、
冊
数
は
一
冊
、
巻
末
に

「
仮
題
柳
営
譜
略
」
と
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
な
ぜ
「
仮

題
」
と
さ
れ
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
史
料
の
内
容
か
ら

す
る
に
、
歴
代
将
軍
の
家
族
構
成
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
た
め
、

『
柳
営
譜
略
』
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
本
来
は
初
代
家
康
か
ら
一
一
代
家
斉
ま
で
の
記
述
と

さ
れ
て
い
る
が
、
一
二
代
家
慶
の
子
女
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
人
皇
五
十
六
代
清
和
天
皇
」
か
ら
始
ま
る
書
き
出
し
は
な
い
。

巻
末
に
、
歴
代
将
軍
の
生
母
、
正
室
、
側
室
の
記
述
が
あ
る
。

二
　
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
　
山
内
文
庫
所
蔵
本

　

高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
の
山
内
文
庫
は（
三
）、
土
佐
藩

主
で
あ
っ
た
山
内
家
に
伝
え
残
さ
れ
た
歴
史
史
料
な
ど
が
収
蔵

さ
れ
て
い
る
。
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
に
山
内
家
よ
り
山

内
文
庫
が
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
山
内
文
庫
印
と
共
に
、
本

文
が
始
ま
る
ペ
ー
ジ
に
寄
贈
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
高
知

県
立
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
た
が
、
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博

物
館
へ
と
移
管
さ
れ
て
お
り
、
現
在
に
至
る
。
山
内
文
庫
所
蔵

の
『
柳
営
譜
略
』
は
年
代
未
詳
で
、
編
者
は
中
川
忠
英
で
あ
る
。

幸
田
文
庫
同
様
に
系
譜
で
、『
国
書
総
目
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い

る
。
山
内
文
庫
所
蔵
本
は
幸
田
文
庫
所
蔵
本
と
は
異
な
り
、
筆

で
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。
冊
数
は
二
冊
で
、
内
巻
・
外
巻
の
構

成
と
な
っ
て
い
る
。
山
内
文
庫
所
蔵
本
は
、
初
代
家
康
か
ら

一
一
代
家
斉
ま
で
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
家
斉
事
項
が
途
中
で

終
了
し
て
い
る
（
し
た
が
っ
て
外
巻
も
終
了
）。
な
ぜ
山
内
文
庫

所
蔵
本
は
記
載
が
途
中
で
終
わ
っ
て
お
り
、
抜
け
や
欠
け
が
発

生
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
は
不
明
だ
が
、

史
料
保
存
や
写
本
に
す
る
段
階
で
何
か
し
ら
の
問
題
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
　
マ
イ
ク
ロ
収
集
所
蔵
本

　

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
マ
イ
ク
ロ
収
集
所
蔵
本
の
『
柳
営
譜

略
』
に
は
、「
東
京
師
範
学
校
図
書
館
」
の
所
蔵
印
が
押
さ
れ
て

い
る
。
合
わ
せ
て
「
吉
見
文
庫
」
の
印
も
見
る
こ
と
が
で
き

る（
四
）。
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
マ
イ
ク
ロ
収
集
所
蔵
本
は
、
山

内
文
庫
の
史
料
と
同
様
に
年
代
不
明
で
、
中
川
忠
英
編
の
系
譜



－103（104）－

で
あ
る
。
冊
数
は
三
冊
で
、
一
巻
・
二
巻
・
三
巻
の
構
成
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
様
に
『
国
書
総
目
録
』
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。
高
知
城
歴
史
博
物
館
の
山
内
文
庫
所
蔵
本
同
様
に
筆
文

字
（
く
ず
し
字
）
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、
初
代

家
康
か
ら
一
一
代
家
斉
に
加
え
、
一
部
、
一
二
代
家
慶
の
子
女

に
関
す
る
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

次
に
『
未
刊
随
筆
百
種
』
十
五
に
収
録
さ
れ
て
い
る
活
字
版

の
『
柳
営
譜
略
』
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

四
　�『
未
刊
随
筆
百
種
』
十
五
　（
三
田
村
鳶
魚
校
訂
　
一
九
二
八
）

収
録
史
料

　

こ
れ
は
「
江
戸
学
の
祖
」
と
称
さ
れ
た
明
治
か
ら
昭
和
期
の

江
戸
風
俗
研
究
家
、
三
田
村
鳶
魚
校
訂
の
書
籍
で
あ
る
。
写
本

同
様
「
人
皇
五
十
六
代
清
和
天
皇
」
の
書
き
出
し
で
始
ま
り
、

初
代
家
康
か
ら
一
一
代
家
斉
に
加
え
、
一
二
代
家
慶
の
記
述
が

一
部
あ
る
。
こ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
柳
営
譜
略
』
の
家
斉

項
は
記
述
が
途
中
で
終
了
し
て
い
る
。
ま
た
、
ど
の
『
柳
営
譜

略
』
を
参
照
し
た
の
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
一
例
で
あ
る
が
、『
柳
営
譜
略
』
の
写

本
が
複
数
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
体
系
も
異
な

れ
ば
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
も
わ
ず
か
な
が
ら
異
な
っ
て
い
る

と
言
え
る
。
ま
た
、
こ
の
四
点
の
中
で
も
ど
れ
が
親
本
で
あ
る

か
も
不
明
で
、
写
本
同
士
の
連
関
も
わ
か
ら
な
い
。
し
た
が
っ

て
『
柳
営
譜
略
』
は
、
史
料
と
し
て
安
定
し
た
情
報
が
得
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
ど
の
史
料
を
用
い
る
か
検
討
す
る

こ
と
が
難
し
い
（
こ
こ
に
も
史
料
選
択
に
お
け
る
主
観
が
存
在

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
）。

第
二
節
　
幕
臣
・
中な

か

川が
わ

忠た
だ

英て
る

　

中
川
は
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
誕
生
し
、
目
付
、
大
目

付
を
務
め
た
後
、
長
崎
奉
行
、
勘
定
奉
行
を
歴
任
し
た
旗
本
で

あ
る
。
中
川
は
、
時
の
政
治
家
で
あ
っ
た
老
中
・
松
平
定
信
の

目
に
留
ま
る
ほ
ど
の
評
価
が
高
い
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
人
物

像
は
、
同
僚
の
役
人
か
ら
も
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
中
川
は
、
長
﨑
奉
行
在
任
中
、
清
国
商
人
か
ら
の
聞
き
取
り

ま
と
め
た
『
清
俗
紀
聞
』
を
執
筆
し
た（
五
）。

　

中
川
の
同
僚
の
旗
本
で
あ
っ
た
森
山
孝
盛
は
、
幕
府
で
勤
め

て
い
る
際
の
記
録
で
あ
る
『
蜑
の
焼
藻
の
記
』
に
て
、
中
川
忠

英
の
評
価
を
し
て
い
る（
六
）。
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扨
も
定
信
朝
臣
、
専
ら
人
を
尋
ね
て
下
問
を
求
め
ら
れ
け
れ

ば
、
聊
心
有
も
の
ど
も
は
、
年
頃
心
得
ず
有
し
世
の
荒
増
、

又
は
公
の
助
に
可
成
事
、
思
ひ
含
み
た
る
こ
と
を
思
ひ
〳
〵

に
記
し
て
、
う
ち
〳
〵
の
便
り
に
つ
け
て
彼
朝
臣
に
見
せ
侍

り
け
る
人
多
か
り
け
り
。（
中
略
）
翁
も
何
心
な
く
、
日
頃
心

に
う
か
び
ぬ
る
あ
ら
ま
し
を
書
付
て
見
る
に
、
中
々
成
事
な

が
ら
賢
愚
厚
薄
共
に
か
ゝ
る
こ
と
い
と
ひ
給
は
ぬ
よ
し
な
れ

ば
、
中
川
忠
英
（
勘
三
郎
、
後
飛
騨
守
）
が
彼
朝
臣
の
許
に

便
あ
る
に
つ
け
て
、
と
も
か
く
も
し
給
へ
と
て
預
置
た
り
。

［
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部　

編　

一
九
七
四　

二
一
五
］

　

ま
た
中
川
は
、
文
化
二
～
七
年
に
成
立
し
た
『
女
中
帳
』
に

も（
七
）、「
中
川
飛
騨
守
」
と
記
載
が
あ
り
、
目
付
と
し
て
大
奥

人
事
に
も
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

中
川
は
自
身
の
職
務
柄
、
柳
営
内
の
将
軍
家
族
の
情
報
を
常
に

知
っ
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
三
節
　�『
柳
営
譜
略
』
を
用
い
た
先
行
研
究
と
従
来
の
ア
プ

ロ
ー
チ

　

本
章
の
最
後
に
、『
柳
営
譜
略
』
を
用
い
た
研
究
の
歩
み
と
、

従
来
の
史
料
に
対
す
る
姿
勢
や
ア
プ
ロ
ー
チ
を
整
理
し
て
い
き

た
い
。

　

前
述
に
も
挙
げ
た
斎
木
は
、
徳
川
歴
代
一
五
代
将
軍
の
妻
妾

と
子
女
に
つ
い
て
列
挙
し
、
そ
の
「
素
性
」
に
つ
い
て
記
し
て

い
る
が
、
は
し
が
き
内
で
、
徳
川
将
軍
家
に
関
す
る
研
究
を
す

る
中
に
あ
た
っ
て
使
用
さ
れ
た
史
料
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
中

で
『
柳
営
譜
略
』
を
は
じ
め
、
徳
川
歴
代
将
軍
の
妻
妾
・
子
女

研
究
に
用
い
る
こ
と
の
出
来
る
史
料
情
報
と
評
価
を
掲
載
し
て

い
る
。
斎
木
の
『
柳
営
譜
略
』
に
対
す
る
記
述
は
本
章
一
節
で

記
し
た
こ
と
の
み
で
、
徳
川
将
軍
家
の
家
族
情
報
に
関
す
る
史

料
は
『
柳
営
譜
略
』
以
外
に
、『
柳
営
婦
女
伝
系
』（
八
）や
『
以
貴

小
伝
』（
九
）『
山
王
外
記
』（
一
〇
）を
挙
げ
て
い
た
。『
柳
営
婦
女
伝
系
』

や
『
以
貴
小
伝
』『
山
王
外
記
』
に
つ
い
て
は
史
料
情
報
に
加

え
、
内
容
の
真
偽
が
不
明
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま

た
先
行
研
究
と
し
て
『
柳
営
譜
略
』
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
の

は
斎
木
の
み
で
、
大
奥
や
徳
川
歴
代
将
軍
の
妻
妾
・
子
女
研
究
、

研
究
者
の
中
で
『
柳
営
譜
略
』
を
用
い
て
い
る
人
は
散
見
さ
れ

な
い
。

　

さ
ら
に
、
徳
川
将
軍
家
の
子
女
た
ち
を
研
究
の
成
果
と
し
て

積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
、『
徳
川
歴
代
将
軍
事
典
』『
徳
川
「
大
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奥
」
事
典
』『
論
集　

大
奥
人
物
研
究
』
に
お
い
て
は
、
作
成
、

編
集
に
あ
た
っ
て
『
柳
営
譜
略
』
が
史
料
と
し
て
使
用
さ
れ
た

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
主
と
し
て
『
寛
政
重
修
諸
家

譜
』（
一
一
）や
『
徳
川
実
紀
』（
一
二
）、
先
程
の
斎
木
が
挙
げ
て
い
た
史

料
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

大
奥
研
究
や
歴
代
将
軍
の
妻
妾
、
子
女
研
究
の
山
本
博
文
は
、

将
軍
家
研
究
を
す
る
に
あ
た
っ
て
使
用
で
き
る
史
料
を
挙
げ
て
い

た
が
、『
柳
営
譜
略
』
は
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
な
か
っ
た（
一
三
）。

山
本
の
リ
ス
ト
に
『
柳
営
譜
略
』
が
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、

徳
川
将
軍
家
研
究
、
大
奥
研
究
の
中
で
重
要
な
位
置
づ
け
を
誇

る
こ
れ
ら
の
事
典
類
、
論
集
類
に
も
『
柳
営
譜
略
』
の
明
記
が

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
使
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
何
ら
か
の
理

由
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
で
は
な
ぜ
、『
柳
営
譜
略
』
が
徳
川
将

軍
家
研
究
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
写
本
が
数
多
く
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
印
刷
技
術
が
な
か
っ
た
当
時
、

写
本
を
作
成
す
る
作
業
は
基
本
手
書
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
作

成
段
階
の
中
で
、
書
き
写
し
間
違
え
が
発
生
す
る
こ
と
は
大
い

に
あ
る
。
写
本
の
多
く
は
そ
れ
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
史
料

の
記
述
に
真
偽
や
相
違
点
が
出
て
く
る
こ
と
に
加
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
写
本
は
親
本
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
。
優
秀
な
幕
臣
で

あ
っ
た
中
川
忠
英
が
記
し
た
『
柳
営
譜
略
』
が
大
奥
や
将
軍
の

家
族
関
係
を
探
る
研
究
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の

は
、
や
は
り
写
本
の
多
さ
と
、
写
本
同
士
の
関
係
性
の
不
透
明

さ
が
一
因
で
あ
る
と
伺
え
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
幕
臣
が
記
録

し
た
も
の
は
喜
ん
で
研
究
に
使
用
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の

よ
う
な
懸
念
点
が
あ
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
叶
わ
な
い
の
で
あ
ろ

う
。

　

こ
の
よ
う
な
懸
念
点
を
孕
む
『
柳
営
譜
略
』
で
あ
る
が
、
果

た
し
て
懸
念
点
だ
け
を
表
出
し
て
、
史
料
を
捉
え
る
に
留
ま
っ

て
い
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
史
料
に
書
か
れ
た
事
実
や
、
そ

の
史
料
の
性
格
ば
か
り
に
目
を
向
け
、
本
来
向
け
る
べ
き
「
史

料
に
潜
在
す
る
意
図
や
主
観
、
認
識
」
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
柳
営
譜
略
』
を
新
た
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
捉
え
、
史
料
を
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

第
二
章
　『
柳
営
譜
略
』
を
捉
え
直
す
新
た
な
視
点

　

次
に
、
本
稿
に
お
け
る
史
料
検
討
に
お
い
て
鍵
と
な
る
視
点
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に
つ
い
て
言
及
す
る
。
本
章
で
は
、
西
洋
史
を
中
心
に
展
開
さ

れ
た
方
法
論
「
言
語
論
的
転
回
」
に
も
触
れ
な
が
ら
、『
柳
営
譜

略
』
を
捉
え
直
し
て
い
く
た
め
の
新
た
な
視
点
を
検
討
す
る
。

第
一
節
　
書
き
手
に
寄
り
添
う

　
『
柳
営
譜
略
』
を
捉
え
直
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
史
料
を
書

い
た
人
々
、
書
き
手
に
寄
り
添
っ
た
史
料
の
見
方
を
検
討
す
る
。

先
に
も
挙
げ
た
が
『
柳
営
譜
略
』
は
、
幕
臣
で
あ
る
中
川
忠
英

が
記
し
た
歴
代
将
軍
家
族
の
略
譜
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
大

奥
・
将
軍
家
研
究
に
は
使
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
写
本
の
多
さ
に
よ
る
史
料
の
信
憑
性
の
低
下
と
、
分

類
の
不
透
明
さ
を
挙
げ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
理
由
で
『
柳
営
譜

略
』
を
用
い
な
い
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
も
っ
た
い
な
い
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
そ
の
よ
う
な
判
断
が
下
さ
れ
な
く

な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
方
法
と
し
て
、「
史
料
に
潜
在
す
る
意
図
や
主
観
、
認
識

を
捉
え
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ラ
ン
ケ
学
派
の
実
証
主
義

に
よ
れ
ば（
一
四
）、
綿
密
に
史
料
批
判
を
行
い
、
史
料
に
書
か
れ

て
い
る
「
真
実
」
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
が
、
さ
ら
に
そ
の

立
場
を
進
め
れ
ば
、
史
料
批
判
を
し
て
、
文
字
と
し
て
現
れ
て

い
な
い
こ
と
を
も
読
み
取
っ
て
行
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

　

で
は
、
史
料
に
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
と
は
一
体
何
な
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
史
料
に
潜
在
す
る
主
観
や
認
識
、
史
料
を
書

い
た
人
物
の
意
図
で
あ
る
。
特
に
史
料
を
書
い
た
人
物
（
書
き

手
）、
編
纂
し
た
人
物
の
意
図
と
い
う
も
の
に
注
目
す
る
。
史
料

を
記
し
た
、
編
纂
し
た
人
物
は
何
か
し
ら
の
意
図
を
持
っ
て
い

る
は
ず
だ
。
そ
の
意
図
を
汲
み
取
っ
て
い
く
こ
と
で
、
史
料
の

本
当
の
存
在
意
義
と
い
う
も
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
か

し
ら
の
意
図
や
目
的
が
な
い
と
、
史
料
と
し
て
何
か
を
書
き
残

さ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
書
き
手
に
寄
り
添
う
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の
方
法
は
さ
ま
ざ

ま
で
、
見
え
な
い
主
観
や
意
図
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
が
も

ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
っ
と
も
わ
か
り
や
す
い
寄

り
添
い
方
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
書
き
手
の
文
字
（
ま
た
は
そ
の

文
字
の
く
ず
し
）、
紙
質
な
ど
で
あ
る
。
本
来
、
史
料
は
誰
か
特

定
の
人
物
に
対
し
て
書
き
残
す
よ
う
な
も
の
（
手
紙
や
職
務
上

の
手
続
き
で
必
要
な
書
類
な
ど
）
と
、
個
々
人
が
自
ら
の
た
め

に
書
き
残
す
も
の
（
日
記
、
随
筆
な
ど
）
が
存
在
す
る
。
そ
の

史
料
は
、
書
く
目
的
は
も
ち
ろ
ん
、
書
き
残
す
相
手
に
よ
っ
て
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も
、
当
然
書
き
方
や
書
く
も
の
が
異
な
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
は

身
分
に
よ
っ
て
、
文
字
の
く
ず
し
方
も
異
な
っ
て
く
る
。
そ
う

い
っ
た
史
料
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
史
料
を

構
成
す
る
文
字
そ
の
も
の
、
紙
質
な
ど
も
本
来
で
あ
れ
ば
、
史

料
を
よ
り
深
く
理
解
し
、
そ
こ
に
潜
在
す
る
主
観
を
紐
解
い
て

い
く
に
は
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
史
料
の
書
き
手
に
寄
り

添
い
、
史
料
に
潜
在
す
る
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
史
料
を

「
本
当
に
」
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
史
料
の
主
観
・
認
識
を
汲
む

　

歴
史
学
の
営
み
の
中
に
は
、
先
に
も
挙
げ
た
ラ
ン
ケ
学
派
の

実
証
主
義
が
あ
る
が
、
実
証
主
義
は
史
料
内
の
「
正
し
い
」
部

分
を
確
認
し
、
史
料
批
判
を
基
礎
と
し
た
研
究
方
法
を
と
る
。

こ
れ
は
、
史
料
の
中
身
の
正
確
性
と
、
そ
の
真
実
性
を
追
求
し

て
い
く
こ
と
で
も
あ
る
。
歴
史
学
の
営
み
の
中
で
は
前
提
と
し

て
、
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
を
認
識
す
る
こ
と
を
重
視
す

る
が
、
そ
こ
を
見
る
こ
と
だ
け
に
注
力
し
て
し
ま
う
と
、
大
事

な
こ
と
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
。
そ
の
一
つ
が
「
史
料
に
あ
る

主
観
・
認
識
を
読
み
取
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
史
料

批
判
で
あ
る
が
、
こ
こ
を
さ
ら
に
深
掘
り
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
な
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
じ
め
に
も
言
及
し
た
が
、
現
在
主
流
と
な
っ
て
い
る

歴
史
学
の
営
み
（
実
証
主
義
）
は
「
史
料
の
発
見
、
史
料
の
認

識
（
解
読
）、
史
料
批
判
、
実
証
（
事
実
の
発
見
）、
記
述
」
と

い
う
流
れ
を
取
っ
て
い
る
。
実
証
主
義
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の

段
階
に
は
、
必
ず
言
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
主
観
が
介
在
し

て
い
る
。
そ
こ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
主
観
や
認
識
を
史

料
批
判
で
明
ら
か
に
し
て
い
く
の
だ
が
、
今
回
検
討
す
る
『
柳

営
譜
略
』
で
は
そ
の
過
程
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
史
料
を
用
い

る
上
で
も
、
読
み
、
分
析
し
、
解
釈
を
す
る
上
で
も
、
主
観
や

認
識
を
汲
み
取
る
こ
と
は
重
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

の
具
体
的
な
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
前
節
で
挙
げ
た
「
書
き
手

に
寄
り
添
う
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
書
き
手
が
抱
い
て
い
た
意
図

を
読
み
取
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

さ
ら
に
、
哲
学
の
分
野
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
方
法
論

で
あ
る
「
言
語
論
的
転
回
」
は
、
西
洋
を
中
心
と
す
る
歴
史
学

に
も
流
れ
、
歴
史
史
料
に
潜
在
す
る
主
観
や
認
識
を
汲
み
取
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。
言
語
論
的
転
回
は
、

「
意
識
」
か
ら
「
言
語
」
へ
と
転
換
し
な
が
ら
物
事
を
考
え
て
い

く
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
歴
史
史
料
に
介
在
す
る
主
観
や
認
識
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と
い
う
部
分
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法
と
し
て
、
歴
史
学
に
新

た
な
一
途
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
史
料
の
主
観
や
認
識
を
検
討

し
て
い
く
本
稿
で
も
、
史
料
に
対
す
る
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の

方
法
の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。

第
三
節
　
史
料
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
歩
み

　

前
節
で
は
、
史
料
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
唱
し
、
特
に

西
洋
を
中
心
と
し
た
歴
史
学
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
言
語
論
的

転
回
と
い
う
方
法
論
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
歴
史
学
の
主
た

る
営
み
の
方
法
は
、
ラ
ン
ケ
学
派
の
実
証
主
義
が
あ
る
が
、
先

に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
史
料
の
事
実
の
み
に
目
を
向
け
て
ば
か

り
い
る
と
、
本
来
汲
み
取
る
べ
き
そ
の
史
料
の
意
図
が
隠
れ
て

し
ま
う
。
そ
こ
で
今
節
で
は
、
史
料
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の

歩
み
を
整
理
し
て
い
く
と
と
も
に
、
日
本
人
で
主
に
西
洋
史
の

研
究
者
た
ち
が
言
語
論
的
転
回
を
ど
の
よ
う
に
認
識
、
解
釈
、

評
価
し
て
い
る
の
か
を
見
て
い
く
。

　

フ
ラ
ン
ス
社
会
史
の
研
究
者
で
あ
る
小
田
中
直
樹
は
、「
歴
史

に
お
い
て
書
き
残
さ
れ
た
文
章
は
客
観
的
な
の
か
、
主
観
的
な

の
か
」
と
い
う
問
題
を
設
定
し
て
お
り
、
ど
ん
な
に
客
観
的
に

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
歴
史
は
完
全
に
客
観
的
な

も
の
で
は
あ
り
え
な
い
と
し
、
む
し
ろ
主
観
的
で
あ
る
と
提
言

し
て
い
る
。
歴
史
に
お
け
る
主
観
性
に
つ
い
て
は
、「
個
人
的
記

憶
」
を
一
つ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、
記
憶
は
主
観
的

な
性
格
を
持
っ
て
い
る
が
故
に
、
人
々
の
感
情
に
訴
え
か
け
、

行
動
を
規
定
し
、
現
実
の
世
界
に
影
響
を
与
え
る
力
を
備
え
て

い
る
と
し
て
い
る（
一
五
）［
小
田
中　

二
〇
〇
四
、
二
〇
二
二
］。

先
に
も
挙
げ
た
が
、
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
の
一
つ
で
あ
る

言
語
論
的
転
回
の
成
立
過
程
と
歴
史
を
言
及
し
て
お
り
、
歴
史

学
の
（
実
証
主
義
的
な
）
営
み
を
言
語
論
的
転
回
で
捉
え
る
と
、

全
て
に
言
葉
が
介
在
し
て
い
る
と
言
及
し
て
い
る
。
特
に
、
言

語
論
的
転
回
と
歴
史
史
料
の
中
に
潜
在
す
る
認
識
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
近
現
代
史
の
長
谷
川
貴
彦
は
、
史
料
分
析
に
お
け

る
言
語
論
的
転
回
の
利
用
を
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
お
り
、

「
語
り
」
に
注
目
し
て
い
る
。
特
に
「
物
語
の
復
権
」
と
「
主
権

の
復
権
」
と
い
う
二
つ
の
言
葉
を
用
い
て（
一
六
）、
個
人
の
語
り

（
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
）
か
ら
歴
史
を
捉
え
直
そ
う
と
い

う
動
き
を
見
せ
て
い
る
［
長
谷
川　

二
〇
一
六
］。
歴
史
史
料
や

語
り
の
中
か
ら
、
認
識
や
主
観
を
汲
み
取
っ
て
検
討
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
挙
げ
て
い
る
。
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フ
ラ
ン
ス
の
旧
体
制
や
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
研
究
者
で
あ
る
遅

塚
忠
躬
は
、
言
語
論
的
転
回
を
批
判
的
に
捉
え
て
い
る
。
遅
塚

は
、「
真
実
」
と
「
事
実
」
の
区
別
を
重
要
視
し
て
い
る
。
自
分

自
身
が
生
き
て
い
な
い
過
去
の
事
実
は
、
そ
の
時
代
を
実
際
に

生
き
て
い
な
い
た
め
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
が
事
実
は
史

料
な
ど
を
用
い
れ
ば
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
い
っ
た
「
真

実
」
と
「
事
実
」
の
違
い
を
理
解
し
た
上
で
、
言
語
論
的
転
回

を
受
け
入
れ
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
主
張
し
て
い
る

［
遅
塚　

二
〇
一
〇
］。

　

こ
の
よ
う
に
、
言
語
論
的
転
回
と
歴
史
学
に
お
け
る
主
観

（
と
客
観
）、
認
識
の
研
究
に
つ
い
て
は
西
洋
史
の
研
究
者
を
中

心
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
、
言
語
論
的
転
回
の
起

こ
り
が
西
洋
で
あ
る
こ
と
や
、
西
洋
近
現
代
史
に
お
い
て
ジ
ェ

ン
ダ
ー
史
や
労
働
者
階
級
の
社
会
史
の
勃
興
に
伴
い
盛
ん
に

な
っ
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
研
究
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
主
観
や
記
憶
の
捉
え
方
の
研
究
を
中
心
と
し

た
研
究
も
、
西
洋
史
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

一
方
で
日
本
史
学
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
近
現
代
で
は
こ
の

よ
う
な
方
法
論
を
用
い
た
史
料
の
捉
え
直
し
が
行
わ
れ
始
め
て

き
て
い
る
が
、
前
近
代
に
な
る
と
そ
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。
史
料
に
潜
在
す
る
主
観
や
認
識
を
汲
み
取
っ
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
歴
史
学
で
今
後
捉
え
直
し
の
潮

流
が
来
る
可
能
性
が
あ
る
。

第
三
章
　『
柳
営
譜
略
』
を
捉
え
直
す

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
『
柳
営
譜
略
』
を
新
た
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
、
史
料
に
潜
在
す
る
主
観
と
認
識
に
迫
っ

て
い
く
。

第
一
節
　
中
川
忠
英
の
主
観
・
認
識
に
迫
る

　

始
め
に
、『
柳
営
譜
略
』
を
記
し
た
中
川
忠
英
本
人
の
主
観
と

認
識
に
迫
っ
て
い
く
。
中
川
は
、
優
秀
な
幕
臣
と
し
て
幕
藩
体

制
下
、
さ
ら
に
は
目
付
と
し
て
大
奥
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。
言

わ
ば
、
表
に
お
い
て
も
奥
に
お
い
て
も
活
躍
し
て
い
た
人
物
で

あ
る
。
そ
ん
な
中
川
が
、
本
来
秘
め
ら
れ
る
べ
き
柳
営
内
の
情

報
を
な
ぜ
略
譜
に
し
て
残
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
理
由
は
二
つ

考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
は
、
歴
代
将
軍
家
の
家
族
の
情
報
を
ま
と
め
る
こ
と
に
、

中
川
自
身
が
意
味
を
見
出
し
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
中
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川
忠
英
は
、
松
平
定
信
や
、
同
僚
た
ち
に
も
評
価
を
さ
れ
て
い

た
勤
勉
な
人
間
で
あ
っ
た
。
歴
代
将
軍
家
の
略
歴
を
忠
実
な
幕

臣
の
手
で
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
軍
家
の
権
威
を
よ
り

強
調
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
初
代
家
康
か
ら
、
中
川
が
実

際
に
仕
え
て
い
た
一
一
代
家
斉
ま
で
の
歴
代
将
軍
家
の
子
女
や

生
母
、
妻
妾
を
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、
徳
川
将
軍
家
の
繁
栄

の
歴
史
を
評
価
し
、
残
す
こ
と
に
意
味
を
見
出
し
て
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら
、
中
川
の
徳
川
将
軍
家
に
対
す

る
思
い
が
主
観
、
認
識
と
し
て
強
く
現
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

ま
た
『
柳
営
譜
略
』
が
成
立
す
る
以
前
に
、『
柳
営
婦
女
伝
系
』

『
以
貴
小
伝
』『
山
王
外
記
』
な
ど
の
歴
代
将
軍
家
の
略
譜
が
い

く
つ
か
成
立
し
て
お
り
、
柳
営
内
の
情
報
を
整
理
す
る
現
象
が

あ
っ
た
。
中
川
の
『
柳
営
譜
略
』
作
成
は
、
そ
の
現
象
の
一
つ

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
柳
営
内
の
情
報
を
ま
と
め
る
こ
と
に

意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
歴
代
将
軍
家
の
記
録
を
何
か
に
用
い
よ
う
と
し
て

い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
、
中
川
忠
英
は

幕
藩
体
制
下
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
躍
を
見
せ
た
人
物
で
、
大
奥
に

お
い
て
も
目
付
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
中
川
は
、
歴
代
将
軍

の
家
族
、
特
に
子
女
た
ち
の
情
報
を
ま
と
め
て
残
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
身
の
業
務
の
中
で
用
い
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。『
清
俗
紀
聞
』
な
ど
で
外
交
に
興
味
を
示
し
て

い
た
か
の
よ
う
に
、
自
身
の
職
務
に
関
連
し
た
情
報
を
収
集
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
考
え
る
と
、
大
奥
で
目
付
と
し

て
勤
め
て
い
る
上
で
、
将
軍
子
女
の
情
報
は
知
っ
て
お
い
て
損

は
な
い
。
中
川
自
身
の
勤
勉
さ
が
、『
柳
営
譜
略
』
を
作
成
す
る

過
程
で
主
観
と
し
て
現
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
言
え
る
。

　

中
川
が
『
柳
営
譜
略
』
を
作
成
し
た
際
に
潜
在
し
た
主
観
や

認
識
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
中
川
の
記
し
た
『
清
俗
紀
聞
』

な
ど
か
ら
興
味
が
あ
る
物
事
を
書
き
残
し
て
お
く
と
い
う
よ
う

な
行
動
か
ら
、
中
川
の
勤
勉
さ
と
知
的
好
奇
心
が
関
連
し
て
い

る
と
言
え
る
。

第
二
節
　
写
本
作
成
者
た
ち
の
主
観
・
認
識
に
迫
る

　

次
に
、
写
本
を
作
成
し
た
人
々
の
主
観
と
認
識
に
迫
っ
て
い

く
。
写
本
を
作
成
し
た
人
々
自
体
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
る

方
法
や
史
料
が
な
い
た
め
、
探
る
こ
と
が
難
し
い
。
だ
が
、
写

本
が
全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
残
さ
れ
て
い
る
の
に
は
何
か

訳
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
本
来
秘
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
歴
代

の
柳
営
内
情
報
は
、
多
く
の
人
々
が
触
れ
る
こ
と
が
な
い
で
あ
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ろ
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
言
わ
ば
「
禁
断
の
情
報
」
が

あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
か
し
ら
の
形
で
残
し
て
お
き
た
い
と
い

う
思
い
が
働
く
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
、
江
戸
か
ら

離
れ
た
と
こ
ろ
で
は
柳
営
の
情
報
と
い
う
も
の
は
そ
う
簡
単
に

伝
播
し
な
い
。
歴
代
将
軍
の
家
族
情
報
と
い
う
貴
重
な
情
報
を

記
録
と
し
て
残
し
、
か
つ
そ
の
情
報
を
伝
承
、
拡
散
し
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
を
見
る
と
、

第
一
節
で
考
察
し
た
、
中
川
忠
英
が
書
き
記
し
た
意
志
と
は
異

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
写
本
に
つ
い
て
紙
質
や
文
字
の
く
ず
し
の
観
点
か
ら

見
て
い
く
と
、
こ
れ
も
写
本
に
よ
っ
て
書
き
方
や
、
文
字
の
く

ず
し
が
異
な
っ
て
お
り
、
ひ
い
て
は
写
本
の
記
載
内
容
で
す
ら

異
な
っ
て
い
る（
一
七
）。
そ
の
た
め
写
本
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
具
体

的
に
い
つ
、
誰
の
手
に
よ
っ
て
写
本
に
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ

る
。『
柳
営
譜
略
』
は
、
個
別
に
史
料
の
特
徴
が
存
在
し
、
共
通

点
と
相
違
点
が
写
本
同
士
相
互
に
あ
る
が
、
同
様
の
主
観
や
認

識
が
、
場
所
や
時
を
越
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
写
本
の
形
態
に
な

り
、
広
く
流
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
も
な
く
ば
、
全

国
的
に
『
柳
営
譜
略
』
と
い
う
名
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

で
あ
ろ
う
。

　

写
本
を
残
す
人
々
の
好
奇
心
と
、
そ
の
好
奇
心
を
残
し
て
伝

播
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
主
観
、
そ
し
て
将
軍
家
の
貴
重
な
情

報
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
写
本
に
し
て
残
す
と
い
う
形
で
表

現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
版
本
を
読
み
、
そ
れ
を
書
き

写
す
人
物
、
写
本
を
読
み
更
に
そ
れ
を
書
き
継
ぐ
人
物
。
そ
の

よ
う
に
連
鎖
を
し
な
が
ら
『
柳
営
譜
略
』
が
書
き
継
が
れ
、
残

さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
節
　『
柳
営
譜
略
』
の
捉
え
直
し

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
内
容
を
踏
ま
え
て
『
柳
営
譜
略
』
を

捉
え
直
し
て
い
く
。
歴
代
将
軍
の
子
女
や
妻
妾
、
生
母
の
情
報

が
書
き
残
さ
れ
て
い
る
『
柳
営
譜
略
』
だ
が
、
こ
の
史
料
を
作

成
し
た
中
川
忠
英
に
も
、
写
本
と
し
て
残
そ
う
と
し
た
人
々
に

も
、
主
観
や
認
識
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
残
す
べ
き
理
由
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
徳
川
歴
代
将
軍
家
の
子
女
や
妻
妾
の
情
報

を
残
そ
う
と
い
う
強
い
意
志
が
あ
り
、
そ
の
情
報
の
重
要
性
を

認
識
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
多
く
の
写
本
に
残
さ
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
た
が
っ
て
『
柳
営
譜
略
』
に
は
、
中
川
忠
英
自
身
、
さ
ら

に
は
写
本
を
残
し
た
人
々
の
重
要
な
思
い
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
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の
主
観
と
認
識
が
潜
在
し
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
う
な
る
と

『
柳
営
譜
略
』
は
、
た
だ
の
写
本
が
多
い
だ
け
の
歴
代
将
軍
家
族

の
略
譜
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
。

　

だ
が
本
章
二
節
で
も
挙
げ
た
と
お
り
、
写
本
が
数
多
く
、
全

国
的
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
信
憑
性
に
欠
け
る
部
分
も
あ
り
、
個

別
に
史
料
形
態
の
特
徴
が
あ
る
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
史
料
を
使

用
し
な
い
と
い
う
選
択
を
す
る
の
は
、
や
は
り
も
っ
た
い
な
い
。

も
ち
ろ
ん
写
本
に
お
い
て
は
写
し
書
き
さ
れ
て
い
る
段
階
で
写

し
間
違
い
や
、
文
脈
の
取
り
違
え
に
よ
る
ミ
ス
な
ど
も
考
え
ら

れ
る
た
め
、
信
憑
性
に
欠
け
る
部
分
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
欠

点
は
あ
る
が
『
柳
営
譜
略
』
に
潜
在
す
る
書
き
手
側
、
中
川
忠

英
本
人
や
写
本
を
作
成
し
た
人
々
の
意
図
や
主
観
、
認
識
を
改

め
て
考
え
て
み
る
と
、
そ
こ
に
隠
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
汲
み
取
っ
た
上

で
、
読
み
解
釈
を
す
る
私
た
ち
自
身
が
見
直
す
べ
き
こ
と
は
多

く
存
在
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
柳
営
譜
略
』
だ
け
で
は

な
く
、
ど
の
史
料
に
お
い
て
も
、
向
き
合
い
方
を
改
め
て
考
え

て
み
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

結
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
、
幕
臣
で
あ
る
中
川
忠
英
が
記
し
た
『
柳
営
譜
略
』

の
史
料
に
お
け
る
主
観
と
認
識
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
歴
史
学

に
は
主
観
が
必
ず
介
在
し
て
い
る
が
、
客
観
的
で
あ
ろ
う
と
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
学
問
で
あ
る
。
歴
史
学
の
営
み
を
し
て

い
く
中
で
、
史
料
を
選
択
す
る
こ
と
は
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
上
に
、
そ
こ
に
も
研
究
を
す
る
人
自
身
の
主
観
が
存
在

す
る
。
ま
た
選
択
し
た
史
料
を
認
識
し
、
解
釈
を
す
る
段
階
に

お
い
て
も
、
歴
史
を
研
究
す
る
人
間
の
主
観
が
介
在
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

歴
史
学
に
は
、
研
究
す
る
人
間
は
も
ち
ろ
ん
、
史
料
を
書
い

た
人
々
に
も
主
観
が
存
在
し
て
い
る
。
歴
史
学
の
営
み
を
す
る

我
々
が
、
史
料
を
記
し
た
人
々
の
主
観
や
認
識
に
触
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
深
く
史
料
を
知
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
史
料
に
対
す
る
向
き
合
い
方
を
変
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
新
た
な
史
料
の
見
方
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

ま
た
、
第
二
章
で
言
及
し
た
言
語
論
的
転
回
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
堀
川
徹
先
生
と
の
授
業
の
中
で
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
そ

の
中
で
、
日
本
史
学
に
お
け
る
史
料
に
対
す
る
見
方
を
再
検
討
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で
き
た
こ
と
に
、
こ
の
場
で
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

今
回
取
り
上
げ
た
史
料
に
潜
在
す
る
主
観
や
認
識
を
捉
え
直

す
こ
と
は
、
前
近
代
の
日
本
史
学
で
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
は
い

な
い
。
史
料
の
書
き
手
を
担
っ
た
人
々
の
主
観
や
認
識
に
迫
っ

て
い
く
こ
と
で
、
従
来
と
ら
れ
て
き
た
実
証
主
義
的
な
研
究
を
、

従
来
と
は
違
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
検
討
し
、
試
論
を
展
開
し
て
き

た
つ
も
り
で
あ
る
。
今
後
の
歴
史
学
で
重
要
に
な
る
の
は
、
史

料
に
書
か
れ
た
事
実
の
み
で
は
な
く
、
史
料
の
書
き
手
の
主
観

や
認
識
な
ど
の
潜
在
す
る
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（
一
）	

こ
こ
で
は
一
次
史
料
と
二
次
史
料
の
書
き
手
を
指
す
。
史
料
を
「
い
つ
」

「
ど
こ
で
」「
だ
れ
が
」
書
い
た
か
に
つ
い
て
、「
当
時
」「
そ
の
場
所
で
」

「
そ
の
人
自
身
」
が
書
い
た
も
の
を
「
一
次
史
料
」
と
呼
び
、
そ
う
で
な

い
も
の
を
「
二
次
史
料
」
と
呼
ぶ
。（
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
、

「
史
料
に
み
る
日
本
の
近
代　

開
国
か
ら
戦
後
政
治
ま
で
の
軌
跡
」「
歴
史

史
料
と
は
何
か
」https: //w

w
w

.ndl.go.jp
/m

odern
/guidance /w

hats 

01.htm
l

）（
最
終
閲
覧
：
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
五
日
）

（
二
）	

斎
木
一
馬
「
徳
川
将
軍
生
母
並
び
に
妻
妾
考
」（『
歴
史
と
人
物
』、
日
本

歴
史
学
会
編
、
一
九
六
四
年
、
吉
川
弘
文
館
）

（
三
）	

高
知
城
歴
史
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
収
蔵
資
料
紹
介
参
照
。（https: /

/

w
w

w
.kochi-johaku.jp

/

）（
最
終
閲
覧
：
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
五
日
）

（
四
）	

「
京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
飴
所
蔵
古
記
録
諸
本

の
調
査
」
内
に
、「
中
之
島
図
書
館
の
大
阪
資
料
・
古
典
籍
室
に
は
「
吉

見
文
庫
」
旧
蔵
の
古
記
録
写
本
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
図
書
カ
ー

ド
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
六
年
十
二
月
二
十
二
日
に
ま
と
め
て
購

入
さ
れ
た
ら
し
く
（
そ
れ
ぞ
れ
の
価
格
と
思
わ
れ
る
数
字
も
記
さ
れ
て
い

る
）、
明
治
四
十
二
年
刊
『
大
阪
府
立
図
書
館
和
漢
図
書
目
録
』
で
十
一

函
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
相
当
す
る
よ
う
で
あ
る
。」
と
あ
る
［
本

郷　

二
〇
〇
一
］。（
本
郷
恵
子
「
二
五
．
京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
大
阪

府
立
中
之
島
図
書
飴
所
蔵
古
記
録
諸
本
の
調
査
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
報
』
第
三
七
号　

二
〇
〇
一
）

（
五
）	

寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
成
立
。
中
川
忠
英
が
部
下
で
あ
る
近
藤
重
蔵

を
派
遣
し
、
聞
き
取
り
を
中
心
と
す
る
調
査
を
行
わ
せ
た
史
料
。
中
川
に

よ
る
こ
の
調
査
は
、
隣
国
・
中
国
の
理
解
を
深
め
る
も
の
で
あ
り
、
中
川

自
身
が
外
国
に
興
味
を
示
し
て
い
た
と
も
言
え
る
。

（
六
）	

森
山
孝
盛
『
蜑
の
焼
藻
の
記
』（
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部　

編
『
日
本
随

筆
大
成
』
第
二
期
二
二
、
二
一
五
、
一
九
六
四
、
吉
川
弘
文
館　

収
録
）

（
七
）	

所
蔵
場
所
は
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（
所
蔵
階
層
：
内
閣

文
庫
和
書
和
書
（
多
聞
櫓
文
書
を
除
く
）
女
中
帳
、
請
求
番
号
：
二
二
〇
―

〇
〇
八
六
）。
大
奥
女
中
の
人
事
ほ
か
各
種
の
文
書
を
記
録
。
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（
八
）	

写
本
一
七
冊
、
柳
営
婦
女
伝
叢
所
収
。
家
康
の
祖
父
清
康
よ
り
家
重
に
至

る
代
々
の
妻
妾
の
略
伝
と
そ
の
家
系
。
享
保
十
〇
年
菊
池
弥
門
の
編
［
斎

木　

一
九
六
四
］。

（
九
）	

写
本
一
冊
、
史
料
集
覧
所
収
。
家
康
よ
り
家
治
に
至
る
各
将
軍
の
生
母
及

び
主
な
る
妻
妾
の
略
伝
。
著
者
未
詳
で
は
あ
る
が
、
幕
府
史
官
に
よ
っ
て

編
纂
さ
れ
た
か
。
書
名
は
史
記
高
祖
本
紀
の
「
夫
人
所
以
貴
者
、
乃
此
男

也
」
に
採
る
［
斎
木　

一
九
六
四
］。

（
一
〇
）	

写
本
一
冊
。
綱
吉
か
ら
家
継
の
三
代
の
事
蹟
を
漢
文
で
簡
明
に
論
評
し
、

妻
妾
に
つ
い
て
も
若
干
の
記
述
が
あ
る
。
太
宰
純
（
春
台
）
の
著
か
。
ま

た
『
続
山
王
外
記
』
も
あ
り
、
写
本
一
冊
、
吉
宗
か
ら
家
治
ま
で
の
三
代

の
事
蹟
を
論
評
し
て
い
る
。
館
林
藩
士
清
水
文
大
夫
の
著
か
［
斎
木　

一
九
六
四
］。

（
一
一
）	

江
戸
後
期
（
文
政
九
年
）
に
成
立
し
た
、
大
名
・
旗
本
・
御
家
人
の
系

図
集
。
幕
府
官
撰
書
。
官
撰
書
で
あ
る
が
故
の
記
載
事
項
の
真
偽
が
あ
る
。

（
一
二
）	

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
起
稿
、
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
完
成
。

林
大
学
頭
述
斉
が
総
括
し
、
奥
儒
者
の
成
島
司
直
ら
が
編
集
に
携
わ
っ
た

幕
府
官
撰
書
。
初
代
徳
川
家
康
か
ら
、
十
代
将
軍
家
治
ま
で
の
歴
史
的
事

項
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
明
暦
以
前
の
記
録
は
、
消
失
し
て
い
る
た
め

他
史
料
を
用
い
て
補
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
続
け
て
作
成
さ
れ
た
『
続
徳

川
実
紀
』
は
、
一
一
代
家
斉
か
ら
、
一
五
代
慶
喜
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
。

家
斉
以
降
は
未
定
稿
で
あ
り
、
史
料
の
欠
陥
部
分
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。

『
徳
川
実
紀
』『
続
徳
川
実
紀
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
次
史
料
と
し
て
の
位
置

づ
け
で
あ
る
。

（
一
三
）	

山
本
は
、
斎
木
の
よ
う
に
大
奥
、
将
軍
の
家
族
研
究
に
お
い
て
使
用
す

る
こ
と
の
で
き
る
史
料
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
将
軍

家
の
正
室
や
側
室
を
見
る
た
め
の
史
料
を
中
心
と
し
て
い
る
。
具
体
的
な

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、
斎
木
同
様
『
徳
川
幕
府
家
譜
』『
柳
営
婦
女
伝
系
』

『
以
貴
小
伝
』『
幕
府
祚
胤
伝
』『
玉
輿
記
』
な
ど
か
ら
、
一
応
は
明
ら
か

に
で
き
る
と
し
て
お
り
、
現
在
使
用
で
き
る
価
値
の
あ
る
史
料
と
し
て
、

『
徳
川
諸
家
系
譜
』『
新
装
版　

史
料　

徳
川
夫
人
伝
』
な
ど
を
挙
げ
て
い

る
［
山
本　

二
〇
〇
五
］。

（
一
四
）	

小
田
中
直
樹
『
歴
史
家
の
ト
リ
セ
ツ 

歴
史
の
見
方
が
変
わ
る
と
き
』

二
〇
二
二
、
一
五
三
・
一
五
六

（
一
五
）	

小
田
中
は
、
過
去
の
事
実
は
主
観
的
な
も
の
で
あ
り
、
記
憶
と
同
じ
性

格
を
持
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
過
去
の
事
実
は
歴
史
学
者

な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
検
証
を
経
て
い
る
点
で
は
、
客
観
的
な
性
格
を

持
っ
て
い
る
と
し
、
客
観
的
で
あ
る
か
ら
（
史
実
と
し
て
）「
正
し
い
」
と

み
な
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
［
小
田
中　

二
〇
二
二
］。

（
一
六
）	

「
物
語
の
復
権
」
は
、
歴
史
家
の
記
述
行
為
に
関
す
る
構
造
主
義
で
あ

り
、
ま
た
「
テ
ク
ス
ト
の
外
部
」
に
存
在
す
る
「
主
体
」
を
否
認
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。「
主
体
の
復
権
」
は
、
記
号
体
系
に
意
味
を
与
え
る
も
の

と
し
て
の
歴
史
的
主
体
の
能
動
性
、
つ
ま
り
記
号
体
系
か
ら
個
人
や
社
会
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に
よ
る
記
号
の
需
要
や
解
釈
に
注
意
が
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
主
体
の

復
権
が
は
か
ら
れ
て
い
る
と
し
て
「
経
験
」
と
「
実
践
」
を
歴
史
学
の
中

心
概
念
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
特
に
「
経
験
」
は
、
意
味
を
積
極
的
に
創

出
す
る
過
程
と
し
て
、
さ
ら
に
は
世
界
を
構
造
化
、
秩
序
化
す
る
過
程
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
［
長
谷
川　

二
〇
一
六
］。

（
一
七
）	

歴
代
将
軍
の
子
女
が
一
一
代
家
斉
の
子
ど
も
ま
で
載
っ
て
い
る
も
の
、

家
斉
代
の
子
女
が
途
中
ま
で
載
っ
て
い
る
も
の
、
一
二
代
家
慶
の
子
女
ま

で
載
っ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
史
料
巻
末
に
将
軍
母
堂
の
記
述
が

あ
る
史
料
と
、
そ
れ
に
正
室
や
特
に
寵
愛
し
た
側
室
、
病
死
し
て
し
ま
う

側
室
な
ど
、
妻
妾
の
詳
細
な
記
述
が
あ
る
史
料
が
確
認
で
き
た
。
写
本
の

文
字
に
つ
い
て
は
、
筆
で
書
か
れ
た
く
ず
し
字
の
史
料
も
あ
れ
ば
活
字
体

に
近
い
文
書
の
史
料
も
あ
っ
た
。
筆
で
書
か
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
文

字
自
体
の
く
ず
し
も
わ
ず
か
に
異
な
っ
て
い
た
。
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